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　さっそく、年明けから年始ごあさつまわりや街頭からの宣伝にま

いしんしています。１月４日早朝は、市役所東門で新春の初出宣伝

を行い、登庁する市職員の方に「新年のあいさつ」をしました。昨年は、

野党と市民の共闘が大きな力を発揮した年でした。今年は、この野

党共闘をさらに押し進め、安倍政権に代わる新しい政権を一刻も早

く、市民の皆さんと一緒に作っていきましょう。

今年も南区に住む皆さんの生活が少しでも良くなっていく
よう頑張る決意です。

◆　「議員活動報告動画」を作成しました。

　森田ゆみ子のホー

ムページの右下の方

ある動画コーナーか

ら見られます。上鳥

羽の地域や西大路駅

のバリアフリー問題

などが出てきます。

ぜひご覧ください。

◆南区小学校コーラス交歓会に参加しました

１２月３日、京都テルサで「南区小学校コーラス交歓会」の本番、

発表会がありまし

た。６月から練習

がはじまり、みん

な家の用事や仕事

をしながらの人も

いるなかで、全員

そろっての練習も

難しかったですが、

本番当日は息ピッ

タリで、私も気持

ちよく歌うことが

できました。

◆今年はじめての１９日行動、野党そろっての訴え

　今年はじめての「戦争法廃止１９日行動」が市役所前でおこなわ

れました。市役所前の集会には、４５０人の市民が参加、野党そろっ

ての訴えがありまし

た。日本共産党の倉

林明子参院議員、民

進党の福山哲郎参院

議員、社民党京都府

連の野崎靖仁幹事長

があいさつされ、自

由党からもメッセー

ジが寄せられまし

た。

新年あけましておめでとうございます。

■　初の代表質問に立ちました
　昨年 11 月 30 日　森田ゆみ子は市会本会議で、代表質問を行

いました！みなさんの切実な声にもとづいて質問。これからも、

実現にむけて、さらにがんばります。

　質問内容と市長答弁を裏面に掲載しています。ぜひご覧くだ

さい。
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、
し
直
見
を
画
計
備
整
再
な
額
巨
の
館
術
美

 

。
を
施
実
食
給
校
学
中
い
か
温
の
制
員
全
。
よ
せ
回
撤
は
定
決森田 ゆみ子 議員

日本共産党を代表して質問を行いました。

、
し
止
廃
は
袋
み
ご
源
資

を
げ
下
値
の
代
袋
み
ご
庭
家

　

に
象
対
の
法
ル
ク
イ
サ
リ
、
は
袋
み
ご
源
資

間
年
、
ず
ら
な

7
3
4

（
ン
ト

ご
が
）
度
年

ご
が
市
。
摘
指
と
る
い
て
れ
さ
や
燃
て
し
と
み

な
わ
買
、
い
な
ら
作
「
を
袋
ジ
レ
る
な
に
み

作
を
の
も
る
な
に
み
ご
、
で
方
一
る
す
と
」
い

め
求
と
き
べ
る
め
や
は
袋
定
指
料
有
み
ご
源
資

」
げ
下
値
の
代
袋
み
ご
庭
家
「、
た
ま
。
た
し
ま

め
求
う
よ
る
す
げ
下
値
、
え
た
こ
も
に
願
請
の

。
た
し
ま　

と
こ
る
す
一
統
を
袋
み
ご
源
資
、
は
長
市
副

を
格
価
の
代
袋
。
る
な
に
上
向
の
識
意
境
環
が

い
多
が
体
治
自
る
え
増
が
み
ご
も
て
い
置
え
据

。
た
し
ま
け
向
を
背
に
げ
下
値
、
し
弁
答
と
ど
な

食
給
校
学
中
い
か
温
の
制
員
全

を
施
実

　

全
い
か
温
な
う
よ
の
校
学
小
、
は
員
議
田
森

う
願
と
い
た
せ
さ
べ
食
も
に
生
学
中
を
食
給
員

の
も
ど
子
「
の
市
都
京
。
介
紹
を
声
の
者
護
保

、
も
ら
か
果
結
」
査
調
る
す
関
に
等
況
状
活
生

食
給
校
学
中
、
り
あ
が
要
必
る
す
施
実
に
急
早

に
施
実
も
事
知
で
会
議
府
、
た
ま
。
た
し
ま
め

答
と
」
い
た
き
い
て
し
援
支
に
村
町
市
「
け
向

か
温
も
に
生
学
中
で
調
協
市
府
、
り
お
て
し
弁

。
た
し
ま
め
求
う
よ
る
す
施
実
を
食
給
員
全
い　

も
と
く
な
少
「、
は
長
育
教

0
0
2

か
円
億

否
拒
し
返
り
繰
を
弁
答
い
た
冷
と
ど
な
」
る
か

。
た
し
ま
し
を

を
善
改
の
行
運
ス
バ
市
の
世
久
区
南

　

は
ス
バ
る
走
を
域
地
世
久
、
は
員
議
田
森

1

に
間
時

1

2

寄
年
お
や
れ
連
も
ど
子
、
で
本

い
つ
に
題
問
な
難
困
が
動
移
の
者
い
が
障
、
り

こ
す
や
増
に
急
早
を
ス
バ
市
の
へ
所
役
区
、
て

増
に
的
本
抜
を
数
本
の
ス
バ
の
域
地
世
久
、
と

道
国
、
と
こ
す
や

1
7
1

久
中
「
の
い
沿
線
号

ス
バ
市
き
行
駅
川
桂
Ｒ
Ｊ
に
停
ス
バ
」
世

番

。
た
し
ま
め
求
を
善
改
う
よ
る
ま
停
が　

増
で
の
い
し
厳
が
性
算
採
「、
は
長
局
通
交

道
国
。
難
困
は
便

1
7
1

の
線
号

車
停
の
番

し
弁
答
と
ど
な
」
い
し
難
で
題
問
の
全
安
、
は

。
た
し
ま　

と
根
屋
の
停
ス
バ
の
域
地
世
久
は
員
議
田
森

、
て
い
つ
に
題
問
る
い
て
れ
遅
が
置
設
の
チ
ン
ベ

く
早
も
刻
一
、
ど
な
る
り
借
を
地
有
所
の
業
企

。
た
し
ま
め
求
う
よ
る
す
善
改
を
境
環
ち
待
ス
バ　

世
久
、
い
行
を
夫
工
な
々
様
、
は
長
局
通
交

向
の
境
環
ち
待
ス
バ
の
部
辺
周
め
じ
は
を
域
地

。
た
し
ま
し
弁
答
と
む
組
り
取
に
上

再資源化量
7 5%

残渣量
異物 焼却 2 0%

残渣量
混色カレット 2 %

残渣量
混色カレット
不燃残渣 3%

缶･ビン･ペットボトルへの
異物混入状況
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代
袋
み
ご
庭
家

　

に
象
対
の
法
ル
ク
イ
サ
リ
、
は
袋
み
ご
源
資

間
年
、
ず
ら
な

7
3
4

（
ン
ト

ご
が
）
度
年

ご
が
市
。
摘
指
と
る
い
て
れ
さ
や
燃
て
し
と
み

な
わ
買
、
い
な
ら
作
「
を
袋
ジ
レ
る
な
に
み

作
を
の
も
る
な
に
み
ご
、
で
方
一
る
す
と
」
い

め
求
と
き
べ
る
め
や
は
袋
定
指
料
有
み
ご
源
資

」
げ
下
値
の
代
袋
み
ご
庭
家
「、
た
ま
。
た
し
ま

め
求
う
よ
る
す
げ
下
値
、
え
た
こ
も
に
願
請
の

。
た
し
ま　

と
こ
る
す
一
統
を
袋
み
ご
源
資
、
は
長
市
副

を
格
価
の
代
袋
。
る
な
に
上
向
の
識
意
境
環
が

い
多
が
体
治
自
る
え
増
が
み
ご
も
て
い
置
え
据

。
た
し
ま
け
向
を
背
に
げ
下
値
、
し
弁
答
と
ど
な

食
給
校
学
中
い
か
温
の
制
員
全

を
施
実

　

全
い
か
温
な
う
よ
の
校
学
小
、
は
員
議
田
森

う
願
と
い
た
せ
さ
べ
食
も
に
生
学
中
を
食
給
員

の
も
ど
子
「
の
市
都
京
。
介
紹
を
声
の
者
護
保

、
も
ら
か
果
結
」
査
調
る
す
関
に
等
況
状
活
生

食
給
校
学
中
、
り
あ
が
要
必
る
す
施
実
に
急
早

に
施
実
も
事
知
で
会
議
府
、
た
ま
。
た
し
ま
め

答
と
」
い
た
き
い
て
し
援
支
に
村
町
市
「
け
向

か
温
も
に
生
学
中
で
調
協
市
府
、
り
お
て
し
弁

。
た
し
ま
め
求
う
よ
る
す
施
実
を
食
給
員
全
い　

も
と
く
な
少
「、
は
長
育
教

0
0
2

か
円
億

否
拒
し
返
り
繰
を
弁
答
い
た
冷
と
ど
な
」
る
か

。
た
し
ま
し
を

を
善
改
の
行
運
ス
バ
市
の
世
久
区
南

　

は
ス
バ
る
走
を
域
地
世
久
、
は
員
議
田
森

1

に
間
時

1

2

寄
年
お
や
れ
連
も
ど
子
、
で
本

い
つ
に
題
問
な
難
困
が
動
移
の
者
い
が
障
、
り

こ
す
や
増
に
急
早
を
ス
バ
市
の
へ
所
役
区
、
て

増
に
的
本
抜
を
数
本
の
ス
バ
の
域
地
世
久
、
と

道
国
、
と
こ
す
や

1
7
1

久
中
「
の
い
沿
線
号

ス
バ
市
き
行
駅
川
桂
Ｒ
Ｊ
に
停
ス
バ
」
世

番

。
た
し
ま
め
求
を
善
改
う
よ
る
ま
停
が　

増
で
の
い
し
厳
が
性
算
採
「、
は
長
局
通
交

道
国
。
難
困
は
便

1
7
1

の
線
号

車
停
の
番

し
弁
答
と
ど
な
」
い
し
難
で
題
問
の
全
安
、
は

。
た
し
ま　

と
根
屋
の
停
ス
バ
の
域
地
世
久
は
員
議
田
森

、
て
い
つ
に
題
問
る
い
て
れ
遅
が
置
設
の
チ
ン
ベ

く
早
も
刻
一
、
ど
な
る
り
借
を
地
有
所
の
業
企

。
た
し
ま
め
求
う
よ
る
す
善
改
を
境
環
ち
待
ス
バ　

世
久
、
い
行
を
夫
工
な
々
様
、
は
長
局
通
交

向
の
境
環
ち
待
ス
バ
の
部
辺
周
め
じ
は
を
域
地

。
た
し
ま
し
弁
答
と
む
組
り
取
に
上
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